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市民との意見交換会会議録  

報告者 石橋今朝夫議員 

１．日 時   令和５年 1月２８日（土）午後２時～午後３時３２分 

２．場 所   荒井地区公民館 

３．出席議員   石橋今朝夫 橋本善壽 伊藤隆一 川名順子 根本利信   

渡辺秀雄  遠藤初実 （７名） 

４．出席市民  ３名 

５．会議経過 

【午後２時開会】 

◇ 石橋今朝夫議員  開会宣言 

◇ 伊藤隆一議員   挨拶 

  市民との意見交換会の開催趣旨、聴取した意見への対応等の説明を兼ねて挨拶を行った。 

 

（出席議員自己紹介） 

 

【意見交換】 
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「① 子育て・教育について」 

意見（市民） 

 ・出産一時金は支給されているが、そこで終わっているように思える。出産後もお金がか

かるので、何か支援があってもいいと思うが。 

答 橋本議員 

 ・出産一時金の引上げ案や現在の市の子育て支援について一応の説明をした。 

答 川名議員 

 ・一時金の引上げや伴走型相談支援など出産に関わる現状、施策等について話した。 

意見（市民） 

 ・支援策について妊婦等若い人の意見を聞く場があってもいいのではないか。急な用が出

来た時子供を預けられる所があればいいのではないか。 

答 橋本議員 

 ・要望については財源が伴うので、支援策は自治体で様々である。市民の要望等を聞いて

当局に求めて行きたい。 

「② 地域共助の在り方について」 

意見（市民） 

 ・地域で高齢者を見守って行くということは大変なことだと思う。プライバシーも問題も

あり、どこまで関わっていいのかわからない。 

答 川名議員 

 ・コロナの感染で余計に隣近所の付き合いがなくなって来ている。今後感染症の分類が５

類に引き下げられるので良くなるかと思われるが。 

答 渡辺議員 
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 ・コロナ禍で地域活動が休止されていた、これからは元のように行事等を実施してもいい

ですよとなってもどうなのか。何らかの支援の必要性を感じる。 

意見（市民） 

 ・昔は子どもを通して親や年寄りが集まったが、今は子どものことも分からない状況であ

る。 

答 伊藤議員 

 ・コロナ禍の中で、行事等が中止になったり、代わりのものになったりで新たな生活様式

が出来つつあるようで、以前のようには戻らないかも知れない。 

答 川名議員 

 ２０４０年問題と言われているが、今活動できる人たちが元気なうちに社会活動できるよ

うな体制づくりが必要だと思う。 

答 石橋議員 

 今まで活動して来ていた組織や団体がなくなったり、縮小されている。以前のようには戻

らないだろう。 

答 橋本議員 

 みずきが丘は若い人が多いが、今まで団地造成されてきた所も高齢化が進んで来ている。

今は６５，７０歳まで働く時代で若い人との同居が少ない中で地域のつながりは難しい。 

答 川名議員 

 家庭の中でも意思の疎通が希薄な時代、その辺から変わって行かないと難しいのでは。 

答 伊藤議員 

 そうは言っても何か対策を講じて行かなくては。教育費にお金がかかるのが少子化の要因

かと。 

意見（市民） 
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 ・困ったときに手続きが難しくなく施設に預けることが出来るようなれば安心して働くこ

とが出来るようになるが。 

答 橋本議員 

 ・簡素化できるものはそうして利用し易くなればいい。 

問（市民） 

 ・市の広報紙配布、アパートにはどうなっているのか。 

答 橋本議員 

 ・町内会に入っていれば回覧で配布になるが、ゴミとかと同じように管理人が対応してい

るのでは。個々に配布はしていない。 

意見（市民） 

 ・定住を進めていくなら考えていく必要があるのでは。 

答 川名議員 

 ・ネットでも見れるが。 

問（市民） 

 ・ネットを利用出来ない人もいる。 

答 橋本議員 

 ・必要なら役所でもらえるが。個々に配布可能かは返答出来ない。 

答 川名議員 

 ・全市民への周知は回覧だけでは不十分、プレミアム商品券の販売知らなかった人もいる。

今後検討が必要かも。 

問（市民） 

 ・市道のセンターライン、側線が消えている所が目立つ、経費もかかると思うがどうなっ

ているのか。 
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答 橋本議員 

 ・舗装の異常等は随時補修しているところだが、ラインについては対応についてどうなの

か。横断歩道は公安委員会の管轄だが。 

問（市民） 

 ・中央公民館やモコステーション、えぽか、ソレイユなど学習施設が利用時間２時間の制

限がある。電源を使用出来たり、ゆとりをもって利用できるようにならないものか。 

答 橋本議員 

 ・当局に要望があったと伝えることとする。 

問（市民） 

 ・全てでなくとも何処か１カ所でもあればと。 

意見（市民） 

・防犯灯が点いていない。県道大橋・五百川駅線から荒井三本松地内に入った所と高速道

路ボックスの中。 

答 橋本議員 

 ・毎年市の方から防犯協会に照会を出しているのでそちらに言ってもらえれば、我々の方

からも伝えておく。 

意見（市民） 

 ・本宮は住宅地内暗い、新築の際防犯のためにも道路側に外灯、門灯を設置する助成制度

を設けてはと思うが。 

答 橋本議員 

 ・提言があったことを伝える。 

意見（市民） 
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 ・狭隘な市道で五百川幼保園のところも一方通行で、五百川小学校も体育館の西側から一

方通行としている。正規の規制ではなく登下校時には対向車があったりで危険である。善

処すべきである。 

答 橋本議員 

 ・提言があったことを伝える。 

 

問（市民） 

 ・安達地方で出産できる病院がない、市ではどう考えているのか。 

答 川名議員 

 ・過重業務、少子化、対価等々で医師、助産師のなり手不足から出産を取り扱う所が少な

くなって来ている。施設によって利用者数も差異があるようだ。 

答 橋本議員 

 ・議会でも問題としているが状況は変わっていない。意見があったことは伝える。 

 

意見（市民） 

 本宮市は文化・スポーツが他の市町村と比べてかなり遅れている。そうした中で、白沢体

育館の設備等の不具合について市当局に働きかけをお願いしたい。 

 それと総合体育館でゴールがなく、バスケットボールが出来ない、それでは総合体育館と

言えるのか。出来るようにして欲しい。 

答 伊藤議員 

 白沢体育館の雨漏りは聞いていない。総合体育館建設が国体のハンドボール開催で補助受

けているためか聞いてみないと。何れ善処しなくては。 

【午後３時３２分閉会】 


